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　実行委員会として最初に取り組んだイベントは子供

会キャンプでした。これは事業計画の中でも大きな比

重を占める「青少年交流活動の推進」に位置づけられ

たもので、キャンプを通じて子どもたちに国際交流（外

国）を体験してもらうものでした。現在の「キッズワ

ールド部会」の原

点はここにありま

す。

　夏休みの8月11

日と12日の1泊2

日、御油町遠見山

の今は無き豊川市

野外教育センター

で実施しました。

参加者は桜町校区

の桜町子供会、野

畔子供会の子ども

41人、一部父兄、

幼児と関係者の総

勢60余人でした。

リーダーはマイナ

ー・アランさん、

アシスタントは当時嘱託だった田中治子さん。内容は

アランリーダーのアレンジによるアメリカ式で、当時の

子どもたちは珍しいことの連続で大いに戸惑いました。

　その日は熱い太陽が照りつける蒸し暑い日でした。

午後2時にセンター前で高柳事務局長から挨拶をもら

いましたが、汗をかきながらの重い荷物と、期待のワ

クワク感で皆さん上の空でした。まず、管理棟講堂で

の学習会。テントの張り方や、寝袋を使ってキャンプ

の仕方を学びました。それから英会話も楽しみました。

真夏の太陽が西に沈んだ午後7時、待ち焦がれたキャ

ンプファイアーが始まりました。火を囲んでいろいろ

やりました。ウインナソーセージを焼いてパンに挟ん

でホットドッグを作ったり、マシュマロを焼いてチョ

コレートをのせて

ビスケットに挟ん

で頬張ったり…。

最後に昼間教わっ

た英語の「ドレミ

の歌」を合唱して、

バンガローで1泊

しました。

　当時、外国とい

えばほとんど英語

圏の国を連想する

時代で、まだ南米

の人たちは周りに

いませんでした。

今思うとずいぶん

狭い思考だったと

言わざるを得ませ

んが、企画の協会としても、参加者としても違和感は

ありませんでした。

　
　アーカイブ（archive）とは？

　広辞苑には「古文書・記録文書類。また、その保

　管場所。公文書館」と解説されています。

アランさんの指導でマシュマロを火であぶっている。
やがてビスケットと一緒に口の中へ…
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球博を機に来演し、チェコ音楽が紹介され好評だったこ

とで同名にした。愛称が地域に定着しつつあったことも

大きな要因となった。

　当日は開演前から大勢の人が並び、市内をはじめ豊橋

市・蒲郡市・岡崎市方面からも来場者があり、幅広い観

客の動員につながって関係者には嬉しい知らせとなった。

　コンサートの内容は本格的なクラシック音楽で素晴ら

しく、多くの人に感動を与え称賛の言葉が寄せられた。

聞き慣れない曲と雰囲気にとまどいを感じる人も少なか

らずあったようだが、低料金で気軽に鑑賞できることで、

新たな客層に広がりを開いたといえるようだ。

　交流会も短時間ではあるが開催でき、楽しいひととき

を過ごした。山脇市長・大野議長も参加され、コンサー

トを鑑賞して理解を深めてもらえたことで、今後の企画

運営にもはずみがつく思いがした。

　全力投球での達成で協会が盛り上がったことが印象に

のこる。

　7月27日、音羽ウィンディアホールに於いて、チェコ

共和国出身のチェロ奏者、シモン・ヴェイスさんとピア

ノ奏者、ヘレナ・ヴェイソヴァーさんを迎え、本格的な

クラシックコンサートを開催した。

　豊川市国際交流協会の主催で、過去の自主事業では例

がないハイレベルな企画でもあった。チェコ部会による

手づくりの素案を基に、部会員が力を合せて未知の分野

に挑む姿は勇気があったと思う。

　協会は24年度から新たな公益法人としてスタートし、

初年度にこの事業を成功させたいという願望があった。

しかし先の読めないチケット販売に、それなりのリスク

をかかえることにもなった。

　結果はすぐに表れ、販売を開始したゴールデンウィー

クから上々の滑り出しをみせた。もちろんチェコ部会の

会員は率先して努

力し、発売2か月

でほぼ完売した。

　今回のコンサー

トで「チェコの夕

べ」というタイト

ルを用いたのは、

2005年の愛・地

チェコ部会は著名な方々を迎え、講演会やコンサートを開催したり、チェコに訪問したりと

活発に活動しています。近況報告を部会長の嶋勝康さんにお願いしました。

チェコ特集 チェコの夕べ
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　音楽文化を大切に

する街がオパヴァ市

と言えよう。隣国ポ

ーランドと国境を接

しており、大戦の悲

劇を刻むアウシュヴ

ィッツには車で約2

時間強で行くことが

できる。　

　最後は再びプラハに戻り市内を

見物をしたが、ツアー旅行を離れ

自分たちの手づくりコースで外国

を旅するのも、ちょっぴり冒険心

とスリルがあり、それなりの面白

さがあった。

　チェコ部会はこれからも積極的

にチャレンジを続けたい。

　チェコ部会の8人が8月20日、中部国際空港からプラ

ハに向かった。途中韓国経由で大須賀鬨雄先生と合流し、

チェコ共和国の旅に案内役をお願いした。

　茨城県在住の大須

賀先生は豊川市で生

まれ、2年前協会主

催の講演依頼した後

も、チェロ奏者の紹

介など、卓越した英

会話等で各方面での

活動は定評がある。

　最初に向かったの

はチェコを代表する観光地、チェスキークルムロフ。私

たちは城内の1600年代に造られた王家の劇場を特別に

見学する機会を得た。プラハに戻り、チェコの東端に向

かったが、近年鉄道の整備が進み列車の旅も快適だ。

　訪問先のオパヴァ市の中心街は

近代的な高層ビルは見当たらず、

中世古都の面影を残しながら、清

潔感にあふれた静かな落着きのあ

る地方都市のイメージだ。

　24日、人口6万のオパヴァ市役

所を訪問し、イラーセク市長とブレディ副市長の出迎え

を受けた。非公式の予定が公式訪問に値する丁重な歓迎

で、私たちチェコ部会一行は感激した。

　この街に

は1805年

に 建 設 さ

れたシレジ

ア劇場があ

る。重厚な

気品の漂う

内装は圧巻で、文化レベルの高さを象徴するものであっ

た。ドイツの大作曲家ベートーヴェンも滞在した歴史を

持つ建物や道路にはその名が残っている。

チェスキークルムロフの町並

イラーセク市長（右）

チェコ部会を迎えるオパヴァ市の会見

200年の歴史があるシレジア劇場

オ
パ
ヴ
ァ
市
内
を
観
光
案
内

す
る
市
の
職
員

フラデッツ城

プラハ市内の中心街バーツラフ広場で

チェコの旅 チェコ部会　嶋 勝康
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●キッズワールドサマースクール
キッズワールド部会

　8月5日（日）小学校4年生から6年生までを対象とし

て、夏空の下、新城市の旧鳳来寺高校を中心に実施しま

した。参加者は、子ども30人、外国人と日本人のリー

ダー 16人、スタッフ14人、計60人でした。

　昨年までお世話になった新

城市の学童農園山びこの丘か

ら、今年はさらに自然環境に

恵まれた旧鳳来寺高校に会場

を変更して実施しました。

　午前8時30分、国際交流協

会集合、バスにて旧鳳来寺高

校へと向かいました。

　鳳来寺山ウォークラリーは

グループ別に分かれ、あらか

じめ用意しておいた10問の

歴史クイズを楽しみながら、

参道を傘杉まで登山しました。

同行した外国人リーダー（ア

メリカ、フィンランド、インド、ペルー、中国、韓国、

ベトナム）も珍問、難問に四苦八苦、頭を悩ませていま

した。

　お昼は講堂で五平餅とアン

パンをほおばりました。緊張

感がほぐれ、全員笑顔で会話

に花が咲きました。

　その後、体育館で6グルー

プに分かれ、歌やゲームを楽

しみました。また、外国人リ

ーダーの自己紹介時に、多く

の想定外？の質問が寄せられ、

爆笑を誘いました。

　時間の過ぎるのを忘れ、元

気に仲よく交流しました。午

後3時30分、予定どおり終了

し、無事協会に到着しました。

　今回参加した子どもは、豊川、三蔵子、牛久保、八南、

桜町、代田、金屋、豊、一宮西部、長沢、御津南部、市

外の小学校の児童で、それぞれ他校の同年代の友達がで

き、友情が芽生えたことは大きな収穫であったと思いま

す。また、スタッフのみなさんは打ち合わせを幾度も重

ね、準備に万全を期したことが成功につながったと思い

ます。

●文化講座「ブラジルってどんな国」
世界の歩き方部会

　9月2日（日）午後2時から勤労福祉会館視聴覚室で開

催しました。参加者は55人でした。

　講師は市内在住の井田パト

リシアさんで、ブラジルの歴

史、経済、食を含む文化、教

育、観光スポットなどを映像

で具体的に紹介していただき

ました。

　ブレイクタイムには、ブラ

ジルのコーヒーとポンデ・ケ

ージョを試食しました。

　最後に、ブラジルと日本は

遠く離れているが、互いに学

ぶことが多く、常に友好関係

を保っていく必要があるとの

お話がありました。言葉集めゲーム

自己紹介ゲーム

おいしい五平餅

ウォークラリー

鳳来寺山の傘杉の下で

ポンデ･ケージョ

井田パトリシアさん



（4） （5）

　協会では10月7日、勤労福祉会館視聴覚室で第2回『さ

っくばらんに話そう』会を開催しました。参加者は総勢

50人で、運営委員会委員、その他の参加希望者以外の

外国人の内訳はペルー、ブラジル、アメリカ、オースト

ラリアの人々でした。

　最初に5グループに分かれ、自己紹介を兼ねながら、

思っていることを何でも話し、その後、テーマに添って

3グループぐらいに分ける予定でしたが、結果は4グル

ープになりました。自ずとテーマは集約されましたが、

結論を出す会ではありませんので、発言の内容を希望、

要望に限り、箇条書きにしてみました。

◎学校、教育関係への発言

・日本で生まれたが、学校へ行くようになって外国人だ

と差別された。

・差別に関しては親が家庭

で同じ人間だと教えて欲

しい。

・中学校3年生で高校進学

について分からない。

・日常会話ができるから日

本語を理解していると勘違いされるが、先生は読み書

きが不自由と分かると宿題を出してくれなくなった。

・勉強の補助授業がほしい。

・ペクラ（協会ボランティアによる小中学生への課外指

導教室）で日本語、授業内容については教えてもらえ

るが、日本生まれの子どもは母国語がおぼつかない。

家庭内でコミュニケーションが取れない悩みがある。

母国語も教えて欲しい。

・親に学校に関する知識を得てもらうことも大事だ。

・外国籍の親に対して高校見学をさせて欲しい。

・親に日本語の知識が乏しいので勉強を見てやれない。

◎暮らしに関する発言

・行政から子どもに関する情報がほしい。

・この会の回答はいつもらえるのか。

・相談に行きたいが仕事で時間がない。

・子ども会へ入ったが、情報をくれないのでやめた。

・町内会、子ども会なども外国人に目を向けて欲しい。

・市のホームページにスペイン語がほしい。

・ペクラの時間中、親に日本語を教えては。

・介護保険、健康保険について知りたい。

・ゴミ出しのルールを町内の日本人から教えて欲しい。

同国人同士は意外と教えあわない。

◎英語教育についての発言

・小学生に英語教育は必要か。

・受験英語と会話とは少し違う。

・日本はわざと英語が上達できないようなシステムにな

っているのではないか。

・所詮意思疎通のツールだ

　と思う。

・日本の文化もろくに知ら

　ずに早くから英語は必要

　ない。

・小学生は楽しんで学ぶの

　に、中学で文法を学び始

めるととたんに脱落してしまう。

　その他、この会には関係ない事柄などの発言もあり、

進行係は困惑するシーンも…。関係者からは反論や、ア

ドバイスも出ましたが、話を聞くことが目的の会でした

からここでは割愛しました。協会では論点を整理して、

行政の担当部局へ相談、進言などをしていきたいと考え

ています。　

『ざっくばらんに話そう』会について

　市内在住の外国籍の人と、市民が共に手を携え、

安心して暮らしていけるまちづくりを推進するため

に、ざっくばらんに意見交換をしようと、協会が企

画した会です。昨年第1回を開催しました。

真剣な多くの発言に盛り上がった会場

より良い豊川市をつくるために

『ざっくばらんに話そう』会を開催



TEL : 0533-65-8088 
豊川市八幡町鐘鋳場180

素朴な本場フランス菓子を 
取り揃えてお待ちしております。 

パティスリー 

ラ・プティ・メゾン 
PATISSERIE     LA  PETITE  MAISON

　営業時間/AM8:30～PM7:00 
　定休日/月曜日 営業時間 AM11:00～PM 3:00（オーダーストップPM2:30） 

               PM 5:00 ～PM10:00（オーダーストップPM9:30） 

あけみ 

すやま接骨院 
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　協会では、豊橋市の姉妹都市であるアメリカ合衆国オ

ハイオ州トリード市で開催の「インターナショナルユー

スアカデミー 2012」へ、市内在住の高校生4人を派遣

しました。平成15年度から数えて今回は10回目の派遣

でした。帰国後の8月21日（火）には豊川市長を訪問し、

帰国報告をしました。

　協会での報告会は9月15日（土）午後1時30分から3

時まで、勤労福祉会館研修室で行い、英語部会のメン

バーなど6人と派遣された高校生のうち3人（足立さん、

土佐さん、宮田さん）が参加しました。報告と質疑応答

は英語で行われ、現地で撮った写真を見せたりしながら、

流ちょうな英語で今回の体験を語ってくれました。

■アカデミーの内容

　派遣期間は7月21日（土）から8月7日（火）までで、

トリード市の姉妹都市等各国の高校生と一緒に英語の講

義や文化交流活動に参加しました。また、期間中は現地

の一般家庭にホームステイしました。他の参加者は豊橋

市からの6人、中国の泰皇市からの6人、パキスタンの

ハイデラバード市からの4人でした。

■一番印象に残ったこと

　異なる国の学生と一緒に過ごしたことはとても印象深

かったようです。各国の学生たちとはお互いの文化を紹

介しあい、交流を深めました。クラスで積極的に発言す

る中国、パキスタンの学生に比べ、日本人は間違いを怖

がり、恥ずかしがってあまり話せなかったそうです。英

語が公用語であるパキスタン人学生は当然ながら英語が

流ちょうで、自分ももっとしっかり勉強しなければと思

ったようです。

■ホストファミリー

　ホストファミリーとは週

末に旅行をしたり、レスト

ランやショッピングセンタ

ーに連れて行ってもらった

りバーベキューをするなど、

現地の普段の生活を満喫しました。また、お世話になっ

たお返しに、稲荷寿司やそうめん、味噌汁などを作った

りしました。帰国後もホストファミリーに毎日のように

メールを送り、フェイスブックで交流を続けています。

　報告会の最後に、将来の夢について語ってもらいまし

た。3人ともそれぞれ国際的な職業を目指しているよう

です。今回の経験が将来のために少しでも役立ってくれ

ることを願います。

中国人学生を英語で通訳案内

　英語部会の活動をもうひとつ紹介します。8月27日

（月）に、豊橋技術科学大学の提携校である中国東北大

学の学生を豊川稲荷へ案内しました。通訳は英語で行い

ました。境内では、手洗場になぜぞうりがかかっている

のか、狐がなぜ赤いよだれ掛けをしているのか、この木

の樹齢はどのくらいか、などの質問がたくさん出ました。

中国にも観音様があるようで、お稲荷さんに興味を持ち、

欧米の方とは違った反応が

ありました。また、門前町

の雑然とした様子が印象的

だったようです。最後は夕

食の予約をしてあった店ま

で見送って、この日の案内

を終わりました。

トリードインターナショナルユースアカデミー 2012
派遣高校生報告会 英語部会　　　　

市長帰国報告会にて。左か
ら土佐聡志さん、宮田知佳
さん、山脇市長、足立遥さ
ん、松下恵介さん（松下さ
んは協会での報告会は欠
席）

協会での報告会のようす

豊川稲荷正門前にて



趣味の民芸・土産・造花フラワー店 

（株）林電工 

恋のれん結び堂 
造花フラワー師範　林　叔子 
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　2012年9月21日の夕方から翌日22日夕方までの1泊2

日のホームステイを受け入れしました。今回は、JOCA

公益社団法人青年海外協力協会のアジア大洋州地域及び

北米地域との青少年交流事業（キズナ強化プロジェクト）

のホームステイでした。主に新城市が受け入れという

ことで、豊川でホストファミリーを引き受けたのは、我

が家を含め4家庭でした。学生の出身地は、クック諸島

とニウエ島でした。我が

家にホームステイしたの

は、ニウエ出身の大学生

のラニと高校生のディー

という女の子2人でした。

ニウエは、鹿児島県徳之

島とほぼ同じ大きさの島

で、ニュージーランドの北東約3,000キロメートル、フ

ィジーとタヒチの間に位置しているそうです。人口は、

1,400～1,500人ぐらいです。島

のみんなが、家族みたいだと話し

てくれました。学校も一つしかな

いから、小さいころからずっと一

緒だそうです。

　21日の夕方、豊川勤労福祉会館へ2人を迎えに行きま

した。自宅へ戻ると私の両親が2人を出迎えました。母

が、2人を見て、「よく似ているわね。」と言うと「私た

ちは従姉妹同士です。」というので、ちょっとびっくり

しました。でも初めての海外旅行に、ホームステイで不

安がいっぱいだと思うけど従姉妹同士でホームステイで

きてよかったのではないかと思います。姉妹でこのプロ

ジェクトに参加している子たちもいました。

　引き受け時間が予定よりもずいぶん遅れ、そのおかげ

もあり、いつも帰りの遅い主人が早めに帰宅したので、

みんな一緒に夕食を食べることができました。夕食に白

身魚のフライと鶏肉のから揚げを用意したら、喜んで食

べてくれたのでよかったです。正直、食事には一番気を

使いますね。母が、孫たち（娘たち）が好きだからとぜ

んざいを作ってあったので勧めたら、気に入ったようで

おかわりしてくれました。似たようなものが、ニウエに

もあると言っていました。箸を使うのは慣れないけど、

練習だからと言って、悪戦苦闘しながら食事をしていま

した。2人とも夕食の準備からあと片づけまで、とても

よくお手伝いしてくれて助かりました。小学4年生のわ

が娘たちは、まったく手伝う気なしでしたが…。

　夕食後、自宅前の本屋に買い物に行きました。ラニは

物おじせず英語でどんどん話していました。店主も英語

はわからないながらも、やさしく対応してくれました。

その後ニウエの紹介DVDを見せてもらったり、折り紙

をして過ごしました。DVDで見たニウエは、きれいな

海がとても印象的でした。残念ながらビーチがなく海水

浴はできないそうですが、ダイビングやホウェールウォ

ッチングなどができるそうです。イルカと一緒に泳ぐこ

ともできるそうで、ぜひ訪問して体験してみたいと思い

ました。しかし、飛行機は週1便しかないそうです。た

っぷりと休みを取って、のんびり過ごせるのはいつにな

ることか…将来の夢となりました。

　翌朝、よほど気に入ったのかラニは1人で昨夜行った

本屋さんに朝の挨拶に行ったようです。店主が後日、教

えてくれました。また娘の髪

をきれいに編み込みしてくれ

ました。娘は、慣れない髪型

を始めは嫌がっていましたが、

最後には気に入って喜んでい

ました。

　高校生のディーは、くまの

プーさんが好きで、プーのぬ

いぐるみを貸してあげると、

一緒に寝たり、居る間ずっと持っていました。

　あっという間の滞在でしたが、陽気で、すてきな娘が

2人も増えてよかったです。末永く交流できることを願

っています。

ホームステイ　
受け入れ体験記 小さな島のニウエから来た笑顔が素敵な娘たち

牛久保町　石黒　幸江　　　
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● 外国語講座受講者募集
◆楽しいディスカッション（英語）

　1月8日～3月26日　毎週火曜日

　午後7時30分～9時　定員25人

◆英語ボランティアガイド入門

　1月8日～3月26日　毎週火曜日

　午後1時30分～3時　定員20人

◆やさしいスペイン語

　1月9日～4月3日　毎週水曜日

　午後7時30分～9時　定員20人

◆使える中国語2

　1月10日～3月28日　毎週木曜日

　午後7時30分～9時　定員20人

◆楽しいハングル2

　1月9日～4月3日　毎週水曜日

　午後7時30分～9時　定員20人

場　所　勤労福祉会館

受講料　会員6,000円　一般10,000円

申込み　12月17日（月）までに電話（83-1571）で事

務局へ。定員を超えた場合は抽選です。

その他　使える中国語2と楽しいハングル2のテキスト

は、現在中国語1とハングル1で使っているも

のを使いますが、ない方は購入していただきま

す。中国語が2,300円、ハングルが2,100円です。

● 日本語ボランティア養成講座受講者募集
期　間　平成25年2月16日（土）～3月2日（土）

　　　　毎週土曜日　午後1時30分～3時30分

内　容　テキストによる講義とワークショップ

場所と定員　勤労福祉会館研修室　30人

講　師　伏屋由美さん、山田慶江子さん

受講料　会員無料　一般500円

申込み　1月10日（木）から電話で先着順に受け付け。

● 今後開催予定の事業
◆東三河日本語スピーチコンテスト

　日　時　1月20日（日）午後1時30分

　場　所　蒲郡市民会館

◆節分交流会

　期　日　2月3日（日）

　場　所　勤労福祉会館

　内　容　節分の話とゲーム、招福豆まき

◆文化講座「どんな国シリーズ」

　期　日　2月

　場　所　勤労福祉会館

◆世界の料理教室

　期　日　2月

　場　所　勤労福祉会館

パチャママの灯よ いつまでも

　2002年（平成14年）11月に設立したラテンアメ

リカ部会は、日本文化の習得、中南米文化の紹介、

南米の子どもへの学習支援（ペクラ）など幅広く活

動しています。中でもアンデスの音楽を中心に演奏

しているグループ「パチャママ」の存在は貴重で、

いつも心を和ませてくれます。

　このたび、リーダーの藤田ラファエルさんが帰国

することになり、9月23日（日）「一宮ギャラリー

炭焼」で50人の有志が集まり、さようならコンサー

トを開きました。パチャママのすばらしい演奏に魅

了され、しばし別れを

惜しみました。

　引き続きパチャママ

の存続を願っている会

員も多いことから、さ

らなる充実した活動を

期待します。 パチャママの演奏


